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東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
は
、
子
ど
も
が 

学
ぶ
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
を
求
め
て
い
る 

 

○
三
十
四
番
（
原
純
子
君
） 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
の
教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

Ｑ
１ 

都
議
会
全
会
一
致
で
制
定
さ
れ
た
こ
ど
も
基
本
条

例
は
、
都
は
、
子
供
の
学
ぶ
意
欲
や
学
ぶ
権
利
を
尊
重
し
、

一
人
一
人
の
個
性
に
着
目
し
、
自
立
性
や
主
体
性
を
育
む

た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備
を
図
る
と
う
た
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
も
一
緒
で
す
。
知
事
は
ど

う
認
識
し
て
い
ま
す
か
。 

  
鹿
本
学
園
は
、
４
５
０
人
も
の
大
規
模
校 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
２
８
台
、
教
室
は
足
り
な
い 

 
 

 

私
の
地
元
江
戸
川
区
に
あ
る
鹿
本
学
園
は
、
知
的
障
害

の
小
中
学
部
と
肢
体
不
自
由
の
小
中
高
等
部
の
併
置
校
で

す
。
隣
同
士
だ
っ
た
小
岩
、
江
戸
川
の
両
特
別
支
援
学
校
を

統
合
し
、
二
〇
一
四
年
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。 

 

児
童
生
徒
数
三
百
七
十
三
人
で
の
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら

在
籍
数
が
増
え
続
け
、
今
年
度
は
四
百
五
十
人
に
も
な
り

ま
し
た
。
教
職
員
は
二
百
四
十
三
人
、
職
員
室
は
四
つ
も
あ

る
大
所
帯
で
す
。 

 

敷
地
を
統
合
し
改
築
し
た
結
果
、
校
舎
と
校
庭
が
道
路

で
隔
て
ら
れ
、
橋
を
渡
ら
な
い
と
行
け
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

は
、
校
庭
に
行
く
と
き
も
、
体
育
館
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
行

く
と
き
も
列
を
つ
く
っ
て
歩
き
ま
す
。
校
内
の
移
動
さ
え
、

安
全
を
確
保
す
る
に
は
管
理
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
二
十
八
台
に
も
な
り
、
う
ち
二
コ
ー

ス
は
六
十
五
分
か
か
る
そ
う
で
す
。
朝
、
二
十
八
台
全
部
が

学
校
に
到
着
し
校
門
を
閉
め
る
ま
で
、
子
供
た
ち
は
下
車

で
き
ま
せ
ん
。
最
初
に
到
着
し
た
子
供
は
バ
ス
の
中
で
二

十
分
近
く
も
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
育
環
境
と
し
て
、

余
り
に
も
大
規
模
で
、
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

Ｑ
２ 

子
供
一
人
一
人
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
専
門
的

な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校
の
施
設
や
教

東部地域に 
特別支援学校の新設を 
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育
環
境
の
整
備
は
都
の
重
要
な
仕
事
で
す
が
、
ど
う
認
識

し
て
い
ま
す
か
。 

  

教
室
不
足
も
深
刻
で
す
。
鹿
本
学
園
で
は
、
知
的
障
害
部

門
の
教
室
が
足
り
ず
、
中
学
部
三
年
生
は
肢
体
不
自
由
部

門
の
校
舎
で
学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
図
工
室
な
ど
の
特

別
教
室
や
会
議
室
を
普
通
教
室
に
転
用
し
て
い
る
の
が
十

一
室
、
教
室
を
間
仕
切
り
し
て
二
学
級
で
使
っ
て
い
る
の

が
六
室
と
い
う
実
態
で
す
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
切
っ

た
細
長
い
教
室
で
、
壁
に
ぴ
た
り
と
机
を
つ
け
、
縦
に
一
列

に
並
ん
で
課
題
を
す
る
子
供
た
ち
。
窓
側
に
ベ
ラ
ン
ダ
が

な
い
た
め
、
二
方
向
避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
部

屋
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
は
、
新
年
度
の
入
学
児
童
数
が

増
え
る
た
び
に
、
教
室
を
ど
う
確
保
す
る
か
悩
ん
で
い
ま

す
。 

Ｑ
３ 

鹿
本
学
園
の
在
籍
児
童
生
徒
が
増
加
し
、
授
業
、
通

学
な
ど
の
面
で
子
供
に
し
わ
寄
せ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
都
教
委
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。 

 

東
部
地
域
に 

特
別
支
援
学
校
の
新
設
が
必
要 

 

Ｑ
４ 

都
内
で
、
鹿
本
よ
り
児
童
生
徒
数
が
多
い
の
は
王

子
特
別
支
援
学
校
と
羽
村
特
別
支
援
学
校
で
す
が
、
こ
の

二
校
は
近
隣
に
学
校
建
設
計
画
が
あ
り
、
開
校
す
れ
ば
在

籍
児
童
生
徒
数
を
減
ら
せ
る
見
込
み
で
す
。
一
方
、
鹿
本
学

園
の
あ
る
地
域
に
学
校
新
設
の
計
画
は
な
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

こ
の
地
域
に
特
別
支
援
学
校
の
新
設
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。 

 

Ｑ
５ 

都
の
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
第
二
次

実
施
計
画
に
は
、
新
た
な
施
設
整
備
計
画
が
明
記
さ
れ
ず
、

検
討
中
と
さ
れ
た
ま
ま
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

進
捗
状
況
と
発
表
の
見
通
し
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。 

  

江
東
区
の
墨
東
特
別
支
援
学
校
も
深
刻
で
す
。
以
前
は

子
供
の
数
が
百
人
く
ら
い
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
百
六
十

七
人
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
、
本
来
の
屋
根
つ
き
駐
車
場
七
台

分
に
対
し
現
在
十
四
台
で
、
来
年
度
は
さ
ら
に
増
え
る
予

定
と
の
こ
と
で
す
。
朝
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
渋
滞
し
、
教
員

が
車
椅
子
を
押
し
て
ス
ロ
ー
プ
を
三
階
ま
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
特
別
教
室
の
転
用
は
二
十
室
、
間
仕
切
り
教
室
二
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
６ 

東
部
地
域
に
特
別
支
援
学
校
を
新
設
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
都
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。 

  

１
０
０
～
１
５
０
人
規
模
の
学
校
な
ら 

 

施
設
も
確
保
で
き
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る 

  

八
王
子
特
別
支
援
学
校
は
、
学
校
新
設
に
よ
り
教
室
不

足
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
は
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま

で
四
百
六
十
人
が
在
籍
し
、
ほ
ぼ
全
て
の
教
室
が
間
仕
切

り
教
室
と
な
り
、
転
用
教
室
で
の
対
応
が
続
い
て
い
た
そ

う
で
す
。 

 

二
〇
一
九
年
に
八
王
子
西
特
別
支
援
学
校
が
新
設
さ
れ
、

今
は
小
学
部
と
中
学
一
年
生
で
八
十
五
人
、
教
職
員
は
三

十
八
人
の
落
ち
着
い
た
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
中

三
ま
で
そ
ろ
っ
て
も
百
二
十
人
ぐ
ら
い
の
規
模
で
す
。 八王子特別支援学校を視察する（左から）アオヤギ有希子、大山とも子、原純子の各都議。

児童生徒が100人規模になり図書室や特別教室もゆったり確保。（2023.2.13） 
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Ｑ
７ 

私
は
、
学
校
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

間
仕
切
り
教
室
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
図
工
室
、
作
業
室
、
音
楽

室
、
プ
レ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
特
別
教
室
や
更
衣
室
な
ど
が

十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
廊
下
に
あ
っ
た

図
書
コ
ー
ナ
ー
も
図
書
室
と
し
て
整
備
さ
れ
、
長
椅
子
で

ゆ
っ
た
り
本
を
広
げ
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

授
業
中
に
落
ち
つ
か
な
く
て
廊
下
を
歩
い
て
い
た
子
供
が
、

そ
の
後
、
空
き
教
室
で
一
人
穏
や
か
に
机
に
向
か
っ
て
過

ご
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
子
供
た
ち
に
保
障
す
る
こ
と

こ
そ
が
東
京
都
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
認
識
し
て

い
ま
す
か
。 

 

Ｑ
８ 

全
日
本
教
職
員
組
合
、
教
組
共
闘
連
絡
会
と
障
害

児
学
校
の
設
置
基
準
策
定
を
求
め
、
豊
か
な
障
害
児
教
育

の
実
現
を
め
ざ
す
会
は
、
一
校
当
た
り
の
児
童
生
徒
を
百

五
十
人
以
下
に
す
る
提
言
を
発
表
し
て
い
ま
す
。 

 

東
京
都
と
し
て
も
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
、
発
達
を

保
障
す
る
立
場
で
、
特
別
支
援
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。 

  

２
つ
以
上
の
障
害
を
も
つ
子
ど
も
は 

 

重
度
重
複
学
級
の
対
象
に
す
べ
き 

 
 Ｑ

９ 

二
つ
以
上
の
障
害
を
持
つ
重
複
障
害
児
が
、
重
度

重
複
学
級
で
は
な
く
普
通
学
級
と
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
。
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
、
三
人
で
一
学
級
の
重
度

重
複
学
級
の
対
象
と
す
べ
き
で
す
。
い
か
が
で
す
か
。 

  

教
職
員
の
適
切
な
配
置
も
必
須
で
す
。
鹿
本
学
園
は
、
統

合
前
は
四
人
の
養
護
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

統
合
後
は
三
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
都
の
加
算
一

人
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
栄
養
職

員
は
、
ど
ん
な
大
規
模
校
で
も
配
置
基
準
は
一
人
で
す
。 

 

Ｑ
１
０ 

都
教
委
は
、
養
護
教
諭
、
栄
養
職
員
、
事
務
職
員

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
数
に
応
じ
た
定
数
改
善
を
国
に
求

め
て
い
ま
す
。
国
に
求
め
る
の
は
重
要
で
す
が
、
ま
ず
は
都

独
自
に
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。 

  

現
場
の
声
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
教
育
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
強
く
求
め
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。（
拍
手
） 

  
 
  

答 

弁 
 

○
知
事
（
小
池
百
合
子
君
） 

原
純
子
議
員
の
一
般
質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

Ａ
１ 

障
害
の
あ
る
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で

し
た
。 

 

障
害
の
有
無
や
種
類
、
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
の
学

ぶ
権
利
を
尊
重
し
、
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
長
、
東
京
都
技

監
及
び
都
市
整
備
局
長
が
答
弁
を
い
た
し
ま
す
。 

○
教
育
長
（
浜
佳
葉
子
君
） 

九
点
の
ご
質
問
に
お
答
え
い

た
し
ま
す
。 

Ａ
２ 

ま
ず
、
特
別
支
援
学
校
の
施
設
等
の
整
備
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
学
校
施
設
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の

教
育
環
境
の
整
備
は
都
教
育
委
員
会
の
役
割
と
認
識
し
て

お
り
、
適
切
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
３ 

次
に
、
鹿
本
学
園
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本

校
で
は
在
籍
者
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
授
業
等
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
学
校
を
運
営
し

て
お
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数

の
将
来
推
計
な
ど
も
見
据
え
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り

都議会本会議で一般質問する原純子都議（2023.2.22） 
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ま
す
。 

Ａ
４ 

次

に
、
特
別

支
援
学
校

の
整
備
に

つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま

す
が
、
児

童
生
徒
数

の
将
来
推

計
や
全
都

的
な
配
置

バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
勘

案
し
た
上

で
、
特
別

支
援
学
校

の
新
設
や

増
改
築
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
５ 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
の
施
設
整
備
計
画
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
や
全
都

的
な
配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
関
係
者
と

も
調
整
し
な
が
ら
新
設
や
増
改
築
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

決
定
後
に
公
表
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

Ａ
６ 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
の
新
設
要
望
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
や
全
都
的
な

配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
特
別
支
援
学
校

の
新
設
や
増
改
築
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
７ 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
別
支
援
学
校
の
施
設
設
備
の
整
備
は

都
教
育
委
員
会
の
役
割
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

施
設
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
教
室
の
種
類

や
教
室
の
面
積
等
の
標
準
を
示
し
た
都
の
施
設
整
備
標
準

等
を
踏
ま
え
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
８ 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
の
規
模
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
校
種
、
障
害
種
別
、
建
築
条
件
や
地
域
事
情
等

を
考
慮
し
て
、
特
別
支
援
学
校
ご
と
に
規
模
を
設
定
し
て

お
り
ま
す
。 

Ａ
９ 

次
に
、
重
度
重
複
学
級
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
対
象
と
な
る
重
複
障
害
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
学
校

教
育
法
施
行
令
に
定
め
る
障
害
の
程
度
に
二
つ
以
上
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

都
教
育
委
員
会
で
は
、
法
令
の
定
め
る
障
害
の
程
度
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
や
行
動
、

疾
病
等
の
側
面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
重
度
重
複
学
級

の
対
象
者
を
認
定
し
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
１
０ 

次
に
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
養
護
教
諭
等

の
配
置
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
都
に
お
い
て
は
、
国

の
標
準
法
に
基
づ
く
定
数
に
加
え
、
障
害
種
別
の
異
な
る

部
門
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
児
童
生
徒
に
き
め
細
か
く

対
応
で
き
る
よ
う
、
養
護
教
諭
等
を
加
算
し
、
配
置
し
て
お

り
ま
す
。
■ 

 

鹿本学園を視察する（右から）原純子、大山とも子、あぜ上三和子の各都議（2023.1.18） 


